
京
都
南
部
地
域

行
政
改
革
推
進
会
議

乙
訓
地
域

分
科
会

だ
よ
り

み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
く

ま
ち
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
の
ま
ち
の
将
来
を

乙訓地域は、開発されて便利になっている一方で、四
季を感じられる自然がたくさん残っています。景色を
見て季節を楽しむ感覚は、むかしも今も、そしてこれ
からも、きっと変わらないでしょう。

乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
大
山
崎
町
の
広
域
的
な
行
財

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、調
査
研
究
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

分
科
会
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
乙
訓
地
域
の
住
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
や
広
域
的
な
情
報
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
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特 集

乙訓地域分科会は、設置されてから12年がたち、広報誌（乙訓地域分科会だより）も本誌で10号を迎えます。
そこで、乙訓地域分科会の歩みを振り返ります。

分科会のなりたちとあゆみ特 集

乙
訓
地
域
分
科
会
の

な
り
た
ち

　
将
来
の
市
町
村
行
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
に
即
し
て
幅
広
く
検
討
す
る
会
議
と
し
て
、

京
都
南
部
地
域
の
６
市
1₀
町
１
村
と
京
都
府
で

構
成
す
る
「
京
都
南
部
地
域
行
政
改
革
推
進
会

議
」
が
、
平
成
13
年
８
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
乙
訓
地
域
分
科
会
」
は
、
こ
の
京
都
南
部
地

域
行
政
改
革
推
進
会
議
の
下
に
、向
日
市
、長
岡

京
市
、
大
山
崎
町
と
京
都
府
向
日
町
地
方
振
興

局（
現
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
）で
構
成
さ
れ
、

平
成
14
年
１
月
に
設
置
さ
れ
、
乙
訓
地
域
に
お

け
る
行
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
広

域
的
対
応
も
含
め
た
行
財
政
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
乙
訓
２
市
１
町
に
お
け
る

「
人
口
・
産
業
・
面
積
構
造
」「
議
会
」「
行
政
組

織
」「
観
光
」
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
現
況
を

比
較
検
討
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
行
財
政
基

盤
の
充
実
・
強
化
を
図
る
上
で
有
効
な
方
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
合
併
に
つ
い
て
も

視
野
に
入
れ
て
研
究
し
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
乙
訓
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
平
成
17
年
）
の
主
催
や
、
合
併
問
題

に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
平
成
1₉

年
）
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
研
究
結
果
や

情
報
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
や
乙
訓
地
域
分
科

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
乙
訓
地
域
分
科
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

�
http://w

w
w
.otokuni-cbk.jp/

）

▲（第2号・平成19年10月発行）
　�２市１町の「事務事業現況調
査」から行政水準などを比較し
た情報を掲載。市町村合併に向
けた国の取り組みや支援制度
を特集しました。

▲（第5号・平成21年３月発行）
　�決算収支をもとに２市１町の
財政状況を特集。合併した他の
自治体の状況などを紹介しま
した。

▲（第8号・平成23年12月発行）
　�京都府内の合併市町に対して
実施したアンケートをもとに、
合併後の自治体にみられる効
果や課題、地域振興施策につい
て特集しました。

▲（第3号・平成20年３月発行）
　�乙訓地域の3,000人の方を対
象に実施した、合併問題等に関
するアンケート調査結果の概
要についてお知らせしました。

▲（第6号・平成21年12月発行）
　�全国・京都府の自治体の合併進
展状況を特集。広域行政と地域
分権、乙訓地域の一部事務組合
や文化などについて紹介しま
した。

▲（第9号・平成24年12月発行）
　�京都府内の合併市町の効果・課
題をさらに深め、組織効率化、
財政基盤、住民の意見とその対
応について紹介しました。

▲（第1号・平成19年７月発行）
　�乙訓地域分科会の発足経過な
どをお知らせし、２市１町の事
業内容を比較するための「事務
事業現況調査」の結果を報告し
ました。

▲（第4号・平成20年９月発行）
　�前号の「アンケート調査結果」
を細かく集計分析。これまでに
合併した市町村の傾向を参考
事例として紹介しました。

▲（第7号・平成22年12月発行）
　�総務省発表の「『平成の合併』
について」から、合併の効果や
課題を特集。乙訓地域の住民参
加のまちづくり紹介コーナー
をスタート。

乙訓地域分科会だよりのバックナンバーは、乙訓地域分科会ホームページでご覧いただけます。
http://www.otokuni-cbk.jp/

　
乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
今
日
ま
で
、
乙
訓
2
市
1
町
の
行
財
政

の
あ
り
方
や
合
併
問
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。合

併
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、住
民
の
皆
さ
ま
の
議
論
が
一
層
高
ま
る

よ
う
、広
報
誌
「
乙
訓
地
域
分
科
会
だ
よ
り
」
等
を
通
じ
て
情
報
提

供
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、こ
れ
ま
で
に

発
行
し
た
乙
訓
地
域
分
科
会
だ
よ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

乙
訓
地
域

分
科
会
の
あ
ゆ
み

分科会の
なりたちとあゆみ

６市10町１村
宇治市・城陽市・向日市・長岡京市・八幡市・
京田辺市・大山崎町・井手町・久御山町・宇
治田原町・加茂町・山城町・木津町・笠置町・
和束町・精華町・南山城村

京都南部地域行政改革推進会議 
平成13年８月設置

•向日市
•長岡京市
•大山崎町
•山城広域振興局

乙訓地域分科会
平成14年１月設置
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分科会のなりたちとあゆみ特 集

予
想
さ
れ
る
効
果

自立する

想
定
さ
れ
る
課
題

◦地域分権の推進における行財政基盤の
充実・強化が図れないのではないか

◦厳しい財政状況の中、簡素で効率的な行
財政体制が整備できないのではないか

◦少子高齢化等に伴う住民ニーズの多様
化・高度化に対応できないのではないか

◦生活圏の実態に即した広域行政に対応
できないのではないか

◦広域行政による都市の活性化や雇用の
拡大が図れないのではないか

◦住民と行政の協働によるまちづくりが、
よりいっそう期待される
◦地域特性を生かしたきめ細かい行政
サービスを継続できる
◦個性的なまちづくりが期待される

◦住民に身近な存在として行政の執行が
期待される
◦住民が慣れ親しんだ市町村名を継続し、
地域の歴史・文化を保ち、育んでいける

「
合
併
」を
し
た
結
果
、ど
ん
な
効
果
が
現
れ
て
い
る
の
？

教授と学生の

Ｑ＆Ａ

　
先
生
、
合
併
し
た
各
地
の
自
治
体
で
は
ど
ん
な

効
果
が
現
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
た
し
か
合
併
に

よ
っ
て
、「
ム
ダ
を
省
け
る
」
と
か
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
。

　
平
成
24
年
末
ま
で
の
市
町
村
合
併
で
、
全
国
の

自
治
体
数
は
半
分
近
く
減
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
ね
。

京
都
府
内
で
も
44
か
ら
26
に
な
っ
た
わ
。
合
併
後
、

府
内
の
職
員
数
を
比
べ
る
と
、
合
併
自
治
体
と
未

合
併
自
治
体
の
削
減
率
に
大
き
な
違
い
は
な
い
わ
。

で
も
、
人
件
費
を
み
る
と
、
未
合
併
自
治
体
の
約

11
％
削
減
に
対
し
合
併
自
治
体
（
た
だ
し
京
都
市

の
ぞ
く
）
は
約
21
％
で
、
合
併
に
よ
り
大
き
く
削

減
で
き
た
と
言
え
る
わ
ね
。

合
併
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
17
年
前
後
か

ら
約
８
年
た
っ
た
今
、
各
地
で
は
ど
の
よ

う
な
変
化
が
み
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
乙
訓
地
域
を
代
表
し
て
学
生
の
Ｑ
さ

ん
が
、
Ａ
教
授
に
合
併
の
効
果
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
合
併
し
た
自
治
体
で
は
財
政
状
況
も
よ
く
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
府
内
の
合
併
自
治
体
で
は
、
物
件
費
は
多
く
削

減
し
て
い
る
け
ど
、
他
方
で
新
し
く
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
か
ら
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
費

な
ど
は
増
加
し
て
い
る
わ
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
わ
け
ね
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
地

方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
て
き
た
合
併
に
よ
る
特
例

が
な
く
な
り
、
そ
の
影
響
が
明
ら
か
に
な
る
の
は

も
う
少
し
先
の
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
わ
。

　
合
併
し
て
、「
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ

た
」
と
い
う
声
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
住
民
一
人
あ
た
り
の
議
員
数
が
減
り
、
役
所
や

役
場
が
支
所
に
格
下
げ
に
な
っ
た
こ
と
の
影
響
な

ど
で
、
そ
の
よ
う
な
声
も
出
て
い
る
そ
う
よ
。
そ

う
い
っ
た
声
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
会
や
支
所

ご
と
に
担
当
職
員
を
配
置
し
て
地
域
と
の
連
携
を

強
化
し
た
り
、
地
区
毎
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
意

見
交
換
の
場
を
設
け
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
。

　
合
併
し
な
い
で
、
広
域
連
携
す
る
自
治
体
も
あ

る
と
聞
き
ま
す
が
、ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
で
す
か
。

　
市
町
村
合
併
で
は
、
複
数
の
市
町
村
が
一
つ
に

な
る
こ
と
に
対
し
て
、
広
域
連
携
で
は
、
個
々
の

市
町
村
の
区
域
は
そ
の
ま
ま
で
、
連
携
調
整
し
て

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
。

　
乙
訓
地
域
で
も
、広
域
連
携
の
一
つ
と
し
て
、ご

み
処
理
な
ど
を
す
る
「
乙
訓
環
境
衛
生
組
合
」、福

祉
事
業
を
担
う
「
乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
」、消

防
事
業
を
行
う
「
乙
訓
消
防
組
合
」
と
い
う
3
つ

の
「
一
部
事
務
組
合
」
を
作
っ
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
わ
。

学生教授

市町村を取り巻くさまざまな環境に対応していくためには、行財政基盤の強化を図らなければなりません。
その有効な手段として確かな行財政基盤をもつ「自立」という考え方の一方で、「合併」が大きな選択肢として
挙げられます。
これまで、これらの二つの言葉が、相反する表現として対照的に使われることもありました。合併しないことを
「自立」と表現して、そのための施策を行う市町村がいくつかあります。
ここではそれぞれ、どのような効果と課題があるのかをまとめてみました。

◦行政基盤の充実・強化と効率化が期待さ
れる
◦行政サービスの高度化、多様化への対応
が期待される
◦広域的観点に立ったまちづくりが期待
される
◦現在の市町村の地域を超えて、サービス
を受けることができる
◦地域のイメージアップと活力向上が期
待される

◦都市部中心のまちづくりが進められ、周
辺部との地域格差が拡大してしまうの
ではないか
◦関係市町間での行財政状況やサービス
水準、住民負担等に格差があり、合併に
よってサービスの低下や住民負担が増
えたりするのではないか
◦慣れ親しんできた市町村の名称がなく
なるなど、歴史、文化、特性などが失わ
れたりするのではないか
◦新しい市役所の位置が遠くなって不便
になると同時に、組織が肥大化して縦割
りとなり、地域の声や住民の意見が行政
に反映されにくくなるのではないか
◦総合計画や各種プランに基づいて進め
てきた独自のまちづくりや個別の事業、
また関係市町村の区域内にある公共団
体等のあり方に影響するのではないか

合併する

予
想
さ
れ
る
効
果

想
定
さ
れ
る
課
題

これからの乙訓地
域のあり方をみんなで
考えていくことが大切で
すね。先生のお話を聞い
てもっと知りたくな
りました。

その
半面

その
半面

について
考えてみましょう。自立 合併 と
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合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま

滋賀県

東近江市
愛知県

北名古屋市

視
察
レ
ポ
ー
ト

市
の
概
要

　
東
近
江
市
は
平
成
17
年
２
月
に
旧
八よ

う
か
い
ち

日
市
市
、
旧
永え

い

源げ
ん
じ寺
町
、
旧
五ご

か
し
ょ
う

個
荘
町
、
旧
愛あ

い
と
う東
町
、
旧
湖こ

と
う東
町
が
旧

合
併
特
例
法
に
基
づ
き
新
設
合
併
し
、
平
成
18
年
１
月

に
旧
能の

と
が
わ

登
川
町
、
旧
蒲が

も
う生
町
が
編
入
合
併
し
た
自
治
体

で
す
。

　
人
口
は
11
万
６
６
０
３
人
で
、面
積
は
３
８
８・58
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
12
倍
）
で
す
。
議

員
定
数
は
、
合
併
前
は
計
１
０
０
で
し
た
が
、
１
市
６

町
合
併
直
後
に
33
と
な
り
、
現
在
は
、
25
で
す
。
合
併

直
後
の
職
員
数
は
、
１
４
２
２
人
で
し
た
が
、
現
在
は

１
１
６
３
人
（
市
立
病
院
１
６
４
人
含
む
）
で
す
。

合
併
の
経
緯

　
こ
の
地
域
で
は
、
平
成
12
年
11
月
頃
か
ら
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
開
始
し
、
平
成
15
年
６
月

「
八
日
市
市
・
永
源
寺
町
・
五
個
荘
町
・
愛
東
町
・
湖

東
町
合
併
協
議
会
」
が
発
足
し
、
平
成
17
年
１
月
ま
で

市
の
概
要

　
北
名
古
屋
市
は
平
成
18
年
３
月
に
旧
師し

か
つ勝

町
、
旧
西に

し

春は
る

町
が
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
新
設
合
併
し
た
自
治

体
で
す
。

　
人
口
は
８
万
２
８
６
５
人
で
、
面
積
は
18
・
37
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
２
分
の
１
強
）
で
す
。

議
員
定
数
は
、
２
町
合
併
前
は
42
で
し
た
が
、
合
併
直

後
か
ら
半
数
近
い
24
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
前
の
職

員
数
は
、
５
６
３
人
（
旧
師
勝
町
３
１
３
人
、
旧
西
春

町
２
５
０
人
）
で
し
た
が
、
現
在
は
５
０
２
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

合
併
の
経
緯

　
　
平
成
14
年
４
月
に
西
春
日
井
郡
７
町
（
旧
西に

し
び
わ

枇
杷

島じ
ま

町
、
旧
春か

す
が日
町
、
旧
清き

よ
す洲
町
、
旧
新し

ん
か
わ川
町
、
旧
師
勝

町
、
旧
西
春
町
、
豊と

よ
や
ま山
町
）
で
構
成
す
る
「
西
春
日
井

郡
７
町
合
併
問
題
研
究
会
」
に
お
い
て
調
査
研
究
を
始

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
９
月
に
枠
組
み
を
変
え
て

協
議
し
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
「
師
勝
町
・
西
春
町
合

併
協
議
会
」
に
お
い
て
、
本
格
的
な
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
17
年
１
月
ま
で
の
間
に
全
９
回
の
協
議
を
重

ね
、
平
成
18
年
３
月
に
「
北
名
古
屋
市
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。合

併
後
の
新
た
な
事
業
と 

行
財
政
改
革
効
果

　
合
併
後
の
新
規
事
業
と
し
て
、
企
業
誘
致
施
策
を
展

開
し
、今
後
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合・建
て
替
え
、防

災
機
能
、
情
報
通
信
機
能
を
集
約
さ
せ
た
西
庁
舎
分
館

の
建
て
替
え
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
地

域
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、職
員
人
件
費
の
削
減
や
シ
ス
テ
ム
統
合
に
よ

る
経
費
縮
減
、例
規
の
統
廃
合
等
に
よ
る
事
務
経
費
の
軽

減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歳
出
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
声

　
「
市
民
に
な
れ
る
」「
住
所
が
短
く
な
る
」「
特
別
職
や

議
員
、
職
員
が
減
り
、
歳
費
削
減
と
な
る
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。　

　
ま
た
、「
地
域
の
特
性
が
失
わ
れ
る
」「
合
併
し
て
も

実
生
活
上
そ
れ
ほ
ど
実
感
が
な
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り

に
全
15
回
の
会
議
を
重
ね
、
平
成
17
年
２
月
に
旧
東
近

江
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
３
月
「
東
近

江
市
・
能
登
川
町
・
蒲
生
町
合
併
協
議
会
」
が
発
足
し
、

同
年
９
月
ま
で
に
全
５
回
の
会
議
を
重
ね
、
平
成
18
年

１
月
に
新
「
東
近
江
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
後
の
新
た
な
事
業

　
合
併
後
の
新
規
事
業
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整

備
事
業
を
行
い
、
情
報
提
供
基
盤
の
格
差
是
正
と
、
市

独
自
の
番
組
を
放
映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
市
と

し
て
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
八
日
市
市
の
８
地
区
と
旧
６
町
に
14
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
声

　
生
活
圏
が
重
複
す
る
市
町
で
の
合
併
で
あ
っ
た
た
め
、

利
用
で
き
る
公
共
施
設
等
の
活
動
エ
リ
ア
の
拡
大
を
喜

ぶ
声
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
旧
市
町
の
意
識
が
ま

だ
強
い
感
が
あ
り
、
合
併
に
よ
る
新
市
と
し
て
の
一
体

感
の
実
感
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。今

後
の
課
題

　
合
併
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
あ
る
程
度
の
事
務
の
統

一
は
図
れ
て
い
ま
す
が
、
県
の
指
定
す
る
行
政
区
を
超

え
て
合
併
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
一

部
事
務
組
合
の
統
廃
合
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
今
後
、
ご
み
収
集
処
理
方
法
や
、
水
道
料
金
等
の
統

一
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
し
た
。

今
後
の
課
題

　
平
成
の
大
合
併
が
一
段
落
し
、
他
市
と
の
合
併
の
可

能
性
が
低
く
な
る
中
で
、
今
後
は
課
題
解
決
の
た
め
に
、

広
域
連
携
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
広
域
連
携
に
お

け
る
合
意
形
成
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
を
見
据
え
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
に
向
け
た
地
域
資
源
の
発
掘
と
魅
力

あ
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

北名古屋市役所西庁舎

▲

北名古屋市役所は分庁方式を
とっており、旧西春町役場庁舎
を西庁舎、旧師勝町役場庁舎を
東庁舎として活用しています。

▲

�

東
近
江
大
凧
ま
つ
り

　

�

大
凧
は
、
３
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
、
国
の
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
で
す
。
毎
年
５
月
の
最
終

日
曜
日
に
１
０
０
畳
敷
き
の
大

凧
を
上
げ
る
東
近
江
大
凧
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

�
東
近
江
市
役
所

旧
八
日
市
市
役
所
で
、旧

建
設
省
の「
公
共
建
築
１

０
０
選
」に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

▲�五
ごかしょうこんどう
個荘金堂の町並み保存 

　�五個荘金堂地区は、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、近
江商人たちの住居が保存されています。毎年９月23日に「ぶらっと五
個荘まちあるき」が開催され、近江商人など時代絵巻行列が練り歩き
ます。

▲健康ドーム
アリーナやトレーニングルー
ムの他、露天風呂やクッキング
ルーム、子育て支援室などが設
置され、スポーツと健康づくり
の拠点施設となっています。

▲
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京 都 府 地 域 力 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

乙訓地域で広がる
住民の手による まちの活性化
　住民が自らの住みやすいまちづくりのための活動を行政と協力して行う取り組みは、
京都府内、乙訓地域でもさまざまな形で広がっています。そうした団体を支援する「京
都府地域力再生プロジェクト」から、いくつかの団体を紹介します。

向
日
市

長
岡
京
市

大
山
崎
町

涼
し
く
す
ご
そ
う
！

向
陽
小
学
校
ク
ー
ル
化
計
画
２
０
１
３

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

「
健
康
づ
く
り
」で
み
ん
な
元
気
に

大
山
崎
の
歴
史
と
文
化
を

ご
案
内
し
ま
す

　
向
陽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、学
校
で
一
日

の
大
半
を
過
ご
す
児
童
が
少
し
で
も
夏

を
涼
し
く
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
ら
れ

る
よ
う
、
ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
つ
る
植
物

を
は
わ
せ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
や
緑

の
教
室
づ
く
り
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の

設
置
な
ど
に
毎
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
や
緑
の
教
室
の

骨
組
み
に
は
、
地
元
の
方
か
ら
提
供
さ

れ
た
乙
訓
の
特
産
で
あ
る
竹
を
用
い
、

育
て
方
や
日
常
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
専
門
家
や
企
業
の
方
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
校
や

地
域
住
民
、専
門
家
が
一
体
と
な
り
、製

作
し
ま
し
た
。

　
昨
年
設
け
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、

環
境
省
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

２
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
ア
イ
デ
ア

部
門
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
生
涯
学
習
と
し
て
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域

の
方
々
や
、
町
に
お
越
し
に
な
る
お
客

さ
ま
を
ご
案
内
し
て
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
で
は
、
春
と
秋
に
行
う
天
王
山

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
、
個
人
や
団
体
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
、
天
王
山
や
山
麓
の
名

所
を
巡
る
コ
ー
ス
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
寺
や
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

内
で
の
定
点
ガ
イ
ド
、
地
域
の
小
・
中

学
生
の
校
外
学
習
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
阪
急
電
鉄
の
新
駅
開
業

に
対
応
し
て
、
新
駅
起
点
の
散
策
コ
ー

ス
の
開
設
や
、
新
コ
ー
ス
を
織
り
込
ん

だ
散
策
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、西

国
街
道
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
行
政
や
近

隣
地
域
諸
団
体
と
の

連
携
事
業
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町

内
の
見
所
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
、
行
事
案

内
、
ガ
イ
ド
申
し
込
み
方
法
な
ど
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
007.upp.so-net.

ne.jp/ofg/

　
「
健
康
づ
く
り
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
長

岡
京
市
の
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
向
け
に
は
介

護
予
防
体
操
や
認
知
症
予
防
の
勉
強
会

を
実
施
し
、
元
気
な
高
齢
者
の
増
加
や

社
会
参
加
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
・
ダ
ン

ス
な
ど
を
通
じ
て
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
や
、
い
じ
め
、
自
殺
、
非
行
の

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
生
活
へ
の
参
加
に
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
障
が
い
者
や
独
居
老
人
な
ど
に
、

体
力
づ
く
り
と
会
話
を
楽
し
む
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
日
常
生
活
の
向
上
を
図

り
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

向
陽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

Ａ
・
Ｋ
ク
ラ
ブ

大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会

「京都府地域力再生プロジェクト」とは？
人と人とがつながった温かい地域社会を築き、京都の新しい魅力・価値の創造や、より質の高い公
共サービスを提供する京都府の実現をめざし、平成19年度に始まりました。地域住民が協働して自
主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活動」を京都府と市町村
が連携して応援しています。

グリーンカーテン普及大作戦

校外学習支援（離宮八幡宮）

ガイド（天王山山頂） 現地学習（宝積寺）

緑の教室

竹すのこ作り

ヒップ・ホップ・ダンス練習中！ 健康維持の楽しい体操

生け花体験教室
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市
町
の
自
立
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
今
後
の
行

政
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
手
法
と
し
て
、
広
域

連
携・広
域
調
整
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
識
を
深

め
る
た
め
、
乙
訓
地
域
分
科
会
研
修
会
を
平
成
25

年
1₀
月
８
日
、
長
岡
京
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
平
成
21
年
度
か
ら
５
回
目
の
開
催
と

な
り
、
今
回
は
京
都
府
立
大
学
と
の
共
催
事
業
と

し
て
、
京
都
府
立
大
学
公
共
政
策
学
部
の
青
山
公

三
教
授
を
お
招
き
し
、「
広
域
連
携・広
域
調
整
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
青
山
教
授
は
政
府
主
導
で
推
進
さ
れ
た
平
成
の

大
合
併
に
よ
っ
て
、
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
歴
史

や
ま
ち
の
特
色
が
失
わ
れ
た
側
面
が
あ
り
、
今
後
、

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
て
広
域
的
な

京
都
第
二
外
環
状
道
路
開
通
！

　
京
都
第
二
外
環
状
道
路
が
、
平
成
25
年
４
月
21

日
に
開
通
し
ま
し
た
。
京
都
第
二
外
環
状
道
路
は
、

沓
掛
Ｉ
Ｃ
～
久
御
山
Ｉ
Ｃ
を
つ
な
ぐ
自
動
車
専
用

道
路
で
、
沓
掛
Ｉ
Ｃ
～
大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間

の
約
９
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
、
乙
訓
地

域
内
に
は
「
長
岡
京
Ｉ
Ｃ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
後
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
に
名
称
統
一
さ
れ

ま
し
た
。

　
京
都
縦
貫
道
は
、
乙
訓
地
域
を
含
む
京
都
府
南

部
と
北
部
を
、
ま
た
、
名
神
高
速
道
路
と
の
接
続

で
高
速
道
路
網
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
今
回
開
通
さ
れ
た
第
二
外
環
状
道
路
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
～
宮

津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
間
の
所
要
時
間
が
約
110
分
か
ら
約

85
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
建
設
中

の
丹
波
Ｉ
Ｃ
～
京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
（
平

成
26
年
度
予
定
）
す
る
と
、
さ
ら
に
1₀
分
の
短
縮

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
で

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
が
る

乙
訓
地
域
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
は
、
第
二
外
環
状
道

路
の
開
通
と
阪
急「
西
山
天
王
山
駅
」の
開
業
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
事
業
に
よ
り
乙
訓
地
域
に
と
っ

て
交
通
環
境
の
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
が
便
利
で
豊
か
に
な
る
と
同
時
に
、
便
利
に
な
っ
た
乙
訓
地
域
を
中
心
に
よ
り
広
域

的
な
連
携
が
推
進
さ
れ
る
足
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日　時： 平成25年10月8日（火）14時～15時半
（長岡京市役所にて）

テーマ：広域連携・広域調整による地域活性化
講　師：京都府立大学 公共政策学部 教授 青山 公三 氏

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
広
域
連

携
に
よ
る
行
政
運
営
が
効
率
的
で
有
効
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
進
的
に
広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
国
内

や
米
国
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
地
域
の
自
立
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
多
様
化
、
広
域
化
す
る
行
政
課

題
に
対
応
す
る
広
域
連
携
に
よ
る
行
政
運
営
の
有

効
性
の
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
広
域
連
携
を
体
系
的

に
進
め
る
行
政
内
部
の
組
織
構
築
や
、
京
都
府
、

大
学
、
民
間
団
体
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

同
じ
業
務
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自
治
体
を
こ

れ
ま
で
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
連
携
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
、
乙
訓
２
市
１
町
に
関
し
て
も
、
合
併

す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
持
ち
な
が
ら
、
必
要
な
こ
と
を
広
域
連
携
で

や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
、
乙
訓
２
市
１
町
で
は
、
乙
訓
環
境
衛
生

組
合
、
乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
、
乙
訓
消
防
組

合
の
３
つ
の
一
部
事
務
組
合
を
組
織
し
、
広
域
的

な
事
業
運
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
観
光

や
福
祉
と
い
っ
た
分

野
で
も
、
乙
訓
２
市

１
町
に
よ
る
広
域
的

な
事
業
連
携
も
図
ら

れ
て
お
り
、
今
後
よ

り
一
層
の
充
実
が
望

ま
れ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

京

滋バイパス

沓掛IC

大山崎 IC
大山崎 JCT

大原野 IC

長岡京 IC

桂

洛西口

東向日

西向日

長岡天神

大山崎

名
神
高
速
道
路

J
R
東
海
道
本
線

長岡京

向日町

桂川

山崎山崎

阪急「西山天王山駅」 開業

阪
急
京
都
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

大山崎町

長岡京市

向日市

京都市

京
都
市

大
阪
府 八幡市

開
通
区
間
「
京
都
第
二
外
環
状
道
路
」

乙訓広域ニュース

研修レポート

乙訓2市1町における
広域連携

阪
急

﹁
西
山
天
王
山
駅
﹂開
業
！

　
平
成
25
年
12
月
21
日
に
、
京
都
府
内
の
阪
急
京

都
線
で
は
洛
西
口
駅
以
来
約
11
年
ぶ
り
と
な
る
新

駅
「
西
山
天
王
山
駅
」
が
、
長
岡
天
神
駅
と
大
山

崎
駅
の
間
（
長
岡
京
市
内
）
に
開
業
。
新
駅
前
に

は
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
停
留
す
る
広
場
や

駐
輪
場
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
電
車
に
乗
り
換
え
ら
れ

る
パ
ー
ク・ア
ン
ド・ラ
イ
ド
駐
車
場
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
新
た
な
交
通
拠
点
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
新
駅
は
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
高
架
下
に
位

置
し
て
お
り
、
高
速
バ
ス
停
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
だ
け
で

な
く
、
高
速
道
路
と
鉄
道
、
バ
ス
を
快
適
に
乗
り

継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
他
で
は
例
を
見
な
い
高
い
利

便
性
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

研修会の様子

平成25年10月撮影

平成25年４月撮影



京都府

兵庫県

丹波市

篠山市

舞鶴市

綾部市

亀岡市

福知山市

京丹後市
宮津市

NHK大河ドラマ誘致推進協議会では、
署名活動をしています！
詳しくはwebでご覧ください。
http://www.taiga-dorama.com/

この印刷物は古紙パルプ配合の再生紙と
大豆油インキで印刷しています。

● 乙訓地域分科会では引き続いて、広域行政についてご意見を集めています。郵便、
ファクス、Webサイトから、いずれでもかまいません。お待ちしています。

皆さまからのご意見をお待ちしています
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ＮＨＫ大河ドラマを誘致しよう!

明智光秀、細川ガラシャ、細川幽斎、細川忠興の４
人は、激動の人生を生きた父と娘、父と息子、そ
して夫婦であり、その後の日本の歴史に大きな影
響を与えました。波乱に満ちた戦国時代を生きた
彼らの絆と生きざまをテーマとした大河ドラマは、
単に戦国の世を描いたドラマにとどまることなく、
現代にも通じる家族の絆、特に父と娘の絆を、深
く考えさせる意義深い作品になるものと考えてい
ます。

ゆかりの地の自然・歴史文化の発信、観光振興、地域経済の活性化のため、
大河ドラマ実現に皆様のご支援とご協力をお願いします。

平成23年４月にＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会を
設立し、ゆかりの地である乙訓を含む京都府内９市
町と、隣接する兵庫県２市において、行政と民間団
体が協働で、光秀・ガラシャ・幽斎・忠興の大河ド
ラマ誘致に取り組んでいます。京都第二外環状道路
開通で京都の南北の距離がぐっと縮まってより身近
になり、これまで以上に連携しやすくなりました。こ
れからも誘致活動をつづけます！

西に
し
の
お
か
し
ゅ
う
む
し
ゃ
ぎ
ょ
う
れ
つ

岡
衆
武
者
行
列

向
日
市
ま
つ
り
で
大
河

ド
ラ
マ
誘
致
活
動
と
し

て
実
施
。

勝
竜
寺
城

ガ
ラ
シ
ャ
と
忠
興
が
新

婚
時
代
を
過
ご
し
た
地
。

今
は
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

天
下
分
け
目
の
天
王
山

信
長
を
討
っ
た
明
智
軍

と
羽
柴
軍
が
山
崎
で
合

戦
。


